
作成日：令和5年9月

株式会社 西田組

令和4年度環境活動レポート

（対象期間 ： 令和4年6月～令和5年5月）



<環境理念>

４．環境関連法の遵守

Ⅰ　環境経営方針

　経営の中に環境保全を明確に位置付け、課題とチャンスを踏まえながら環
境負荷低減の為の活動を継続し続けます。

<環境保全への行動指針>

改訂日：　令和  ２年１０月１５日

代表取締役社長 　西田　文仁

１．二酸化炭素の排出削減の推進

２．産業廃棄物及び建設副産物のリサイクルの推進

３．水使用量の削減

　株式会社西田組は、地域から選ばれる企業である為に、建設業（主に解体
工事業）及び産業廃棄物処理業等の事業活動を通して地域の発展に取り組
んでまいります。

改訂日：　令和  ２年　８月１５日

　①環境に優しい設計・施工方法の継続的改善

制定日：　平成２７年  ９月  １日

６．環境経営システムの継続的改善

５．環境経営の課題とチャンスへの取り組みを推進

　②顧客の安心と満足を満たす環境に配慮したサービスの提供



Ⅱ　組織の概要
　

１．名称及び代表者名

株式会社　西田組
代表取締役社長　西田文仁

２．設立

３．所在地

本社 青森市大字荒川字柴田102番地1
桐ノ沢処理ｾﾝﾀｰ 青森市大字駒込字桐ノ沢158番

４．環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者 環境部　  　　　　千葉　康貴  TEL 017-741-1915　
担当者 総務部　　　　　　黒滝　卓也  TEL 017-739-2025

５．事業活動の内容

６．事業規模

資本金　５，０００万円
売上高　３０億４，１３８万円
従業員　１３４人

７．対象範囲（認証・登録範囲）

本社・建設現場
桐ノ沢処理ｾﾝﾀｰ

８．事業年度

令和４年６月～令和５年５月

９．環境活動レポートの対象期間

令和４年６月～令和５年５月

昭和47年1月13日

重機類の運転手付き貸付・古物商
産業廃棄物収集運搬及び中間処理業・特別産業廃棄物収集運搬業

土木一式工事業・建築一式工事業・とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事業・舗装工事業・
しゅんせつ工事業・造園工事業・水道施設工事業・塗装工事業・
内装仕上工事業・熱絶縁工事業・鋼構造物工事業・解体工事業



株式会社　西田組　組織図

 所在地 青森県青森市大字荒川字柴田102番地1

 従業員数 72人 床面積 996㎡

 所在地 青森県青森市大字駒込字桐ノ沢158番

 従業員数 62人 床面積 事務所
332.62㎥

施設全体
8323.51㎥

株式会社 西田組

本社

桐ノ沢処理センター

令和5年5月31日現在



　EA21実施体制図

株式会社　西田組 

環境経営システム　役割・責任・権限表
役割・責任・権限

部門責任者及び現場責任者

全従業員

環境事務局

総務部　　黒滝　卓也

総務部長　　黒滝 卓也

環境部 環境課長　　千葉　康貴　

⑤緊急事態への対応のための手順書作成テスト、訓練の実施、記録の作成

②問題点の是正措置、予防処置の指示・確認

③代表者への実績報告

①環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

②環境目標、環境活動計画書原案の作成

③環境活動チェック表等の実績集計

営業部顧問　　滝本 明仁

土木部長　　八木澤 正祥

解体工事部長　工藤　誠

建築部長　　山本　圭輔　

環境部 環境次長　千葉 康貴

環境部 重機課長　小笠原 雅人

社員

管理・収集運搬・処分・重機責任者

代表者（社長）

エコアクション
２１担当者

総務部門責任者 営業部門責任者 建築部門責任者

①環境経営に関する統括責任

代表取締役社長　西田　文仁

環境管理責任者

社員 社員 社員

エコアクション

２１担当者

建設現場責任者 建設現場責任者 建設現場責任者

エコアクション
２１担当者

エコアクション
２１担当者

黒滝 卓也 滝本 明仁 八木澤 正祥 工藤　誠 山本　圭輔

桐ノ沢処理センター

千葉　康貴

解体工事部門責任者

黒滝　卓也

土木部門責任者

代表者

西田　文仁

環境事務局長

取締役

環境管理責任者

千葉　康貴

②環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

③環境管理責任者の任命など実施体制の構築

④代表者による全体の評価と見直しを実施

⑤環境経営方針の作成

⑥経営における課題とチャンスの明確化

①環境経営システムの構築、実施、管理

④環境関連の外部コミュニケーションの窓口

⑥問題点の発見、是正、予防処置の実施

①環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

①所轄事項について環境システムを実施し、維持する

②環境方針の部内への周知

③教育訓練の実施

④環境活動計画の実施及び達成状況の報告

事務所

建設現場

産廃処



Ⅲ　環境目標とその実績

１．主な環境負荷の実績

表1　主な環境負荷等の実績

3,036,0024,251,074

3.69

二酸化炭素排出量 kg-CO2/年

二酸化炭素排出係数(電力） 0.5210.521

4,556,155

項目 単位

一般廃棄物排出量 ｔ/年

令和4年度令和2年度

（6～5月）（6～5月）

令和3年度

（6～5月）

水使用量（水資源投入量） ｍ3/年 7607461,075

kg-CO2/Kwh 0.521

3.903.46
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Ⅲ　環境経営目標とその実績

２．環境目標の設定

【再資源化】
(ｔ/年) 7,648 1％増加 7,724 2％増加 7,801 3％増加 7,877

環境に配慮し
た業務推進

環境配慮施工 建設現場等において環境に配慮した施工や作業の推進に努める。

1

3,879 2％削減

－

3,801 3,763

－1

4,278,244

3,3633％削減

1％削減 3,840

3,432

891%増加

3％削減

2％増加

水使用量【節水】
（㎥/年）

地域貢献 1 － 1

41,578

4,366,455
二酸化炭素合計
（kg-CO2/年）

一般廃棄物
（kg/年）

自らが施工・販
売・提供する製
品の環境性能の
向上及びサービ
スの改善

軽油の消費量
（ℓ/年）

3％削減

91,490 3％削減 90,5562％削減

2％削減 41,158

1,181,500

表2　環境目標

2024年度

灯油の消費量
（ℓ/年）

91

2％削減

ｶﾞｿﾘﾝの消費量
（ℓ/年）

93,357 1％削減 92,423

4,322,350

90 3％増加

3,398

1,799,961 3％削減

2％削減

3％削減2％削減

1,781,594

863％削減87

1,169,565 3％削減 1,157,631

40,738

1,836,695

89

3,467

1,193,434

1%削減

41,998

4,410,561

1％削減

1％削減

2022年度 2023年度

1％削減

1％削減

1％削減

1,818,328 2％削減

2％削減88

2021年度 目標値目標目標値目標目標値目標

受託した産業廃棄
物の収集運搬・処
分における環境配
慮及びサービスの
改善 産業廃棄物の収集運搬・処分において環境に配慮した作業の推進に努める。

当社では、2021年度を基準年度として中長期及び単年度の環境目標を、それぞ表2のとおりに
設定し、環境活動に取り組んでおります。

基準年度(2021年度）比の削減(増加）率（％）

産業廃棄物
【再資源化率】（％/年）

88

項目

電力の消費量
（ｋｗｈ/年）

LPGの消費量
（㎏/年）

基準年度



担当部署 実施スケジュール 備考

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

⑥道路情報の確認し、余裕を持って出発

⑦ドライブレコーダーの取り付けによる監視

現場

Ⅳ　環境経営計画

活動項目 取組内容

二酸化炭
素排出量
の削減

①社内の照明は、昼休み、残業時等不必要な時は消灯する

本社

②夜間、休日は、ﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等の主電源を切る

③使用してない部屋の空調は停止する

④エコドライブ等運転方法を励行する

⑤長時間のアイドリングをやめるように周知徹底させる

①低燃費型重機の利用

建設現
場、桐ノ
沢処理セ

ンター

②重機運転前運転後の点検実施

③重機等の省燃費運転の実施

④重機等のアイドリングストップ

⑤過積載の防止の教育、監視

⑥車間距離を取り、ゆっくり発信、ゆっくり停止を励行

⑦焼却施設更新による熱効率の上昇

本社、桐
ノ沢処理
センター

②電子媒体による帳票の閲覧又は周知

③紙類は全てシュレッダーにかけ、再資源化を図る

④水切りによる生ごみの減量化

産業廃棄
物

①リサイクル率の向上

建設現
場、桐ノ
沢処理セ
ンター

②ﾏﾆﾌｪｽﾄをもとに廃棄物の適正な処理の徹底

③建設廃棄物の分別徹底

④３R・建設発生材の再資源化の推進

⑤廃棄物発生量把握と削減目標の設定（維持管理）

水使用量の削減等

①手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行

廃棄物の
削減

一般廃棄
物

①裏紙使用によるコピー用紙の使用量削減

本社、建
設現
場、、桐
ノ沢処理
センター

②洗車する場合は、泥等を落としてから行う

③社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車する場合は節水を励行している

④洗車ホースのストップバルブの利用

⑤井戸水の有効利用

化学物質使用量の
抑制及び管理

①塗料等の使用量の把握

建設現
場、桐ノ
沢処理セ
ンター

②SDSによるPRTR物質の把握

③建設現場等における保管は、原則行わない

④漏洩防止対策の徹底



通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

年１回以上

年１回以上

年１回以上

開催時

開催時

課題とチャンス

自らが施工・販売・
提供する製品，設
備，土木建築物等
の環境性能の向上
及びサービスの改
善

①グリーン購入の推進

建設現
場

②再生材（再生砕石)の使用

③低燃費・低音性能に優れた重機の使用

④稼働効率の改善、待機時間の確認・見直し、

⑤騒音・振動など環境に配慮した施工・作業

受託した産業廃棄
物の収集運搬・処
分における環境配
慮に関する項目

①産業廃棄物のリサイクル化を促進

桐ノ沢処
理セン
ター

②収集運搬車両の購入際、排ガスのレベル、燃費、リサイクル素材使用などを考慮している

③迅速な収集・運搬の徹底、効率的なルート選定

④廃棄物の飛散防止・流出防止など環境に配慮した施設管理

⑤処分施設、車両基地、収集運搬車両等の清潔保持

地域貢献

①駒込川のボランティア清掃を行う
本社、建
設現場、
桐ノ沢処
理セン
ター

②地域道路清掃などボランティア活動に参加する

③環境美化運動の実施

④ねぶた祭りへの積極的参加

⑤地域イベント行事への協賛・交流

環境に優しい設計・施工方法の継続的改善

全社

①電子データ化の推進

②CPDS認定講習の活用など従業員教育の充実

③施工方法等を見直しのため、環境配慮施工に係る情報収集を行う

④ＩＣＴ建設施工の導入準備

顧客の安心と満足を満たす環境に配慮したサービスの提供

①廃棄物処理に関わる法令など顧客への情報提供を行う

②見学会受入れ・建設現場における住民説明等を実施

③環境に配慮した重機稼働時間の設定及び低音性重機の使用



Ⅴ．環境経営目標の実績
当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

表3　当該年度の環境経営目標の達成状況等

環境に配慮し
た業務推進

再資源化
の推進

環境配慮施工 － 建設現場等において環境に配慮した施工や作業の推進に努める。 〇

今回は、令和４年６月から令和５年５月までの実績についての評価結果を報告いたします。

項目 単位

基準年度 当該年度（2022年6月～2023年5月）
環境目標の
達成状況2021年度

(6～5月)
削減(増
加)率(％）

90,428 〇

目標値 実績値

電力の消費量 ｋｗｈ/年 1,836,695 -1% 1,818,328 1,735,463

1,193,434 -1% 1,181,500 693,612

〇

ｶﾞｿﾘﾝの消費量 ℓ/年 93,357 -1% 92,424

〇

灯油の消費量 ℓ/年 41,998 -1% 41,578 40,686 〇

軽油の消費量 ℓ/年

3,036,002 〇

LPGの消費量 ㎏/年 89 -1% 88 74

3,467 -1% 3,432 3,907

〇

二酸化炭素合計 kg-CO2/年 4,410,561 -1% 4,366,455

×

産業廃棄物(再資源化率) ％/年 88 1% 89% 93% 〇

一般廃棄物 kg/年

水使用量（節水） ㎥/年 3,879 -1% 3,840 2,498 〇

自らが施工・販売・提供す
る製品の環境性能の向上
及びサービスの改善

受託した産業廃棄物の収
集運搬・処分における環境
配慮及びサービスの改善

－
産業廃棄物の収集運搬・処分において環境に配慮した作業の推進に努
める。 〇

ｔ/年 7,648 1% 7,724 14,782

※ 購入電力の排出係数は、令和４年１月７日環境省・経済産業省公表、東北電力㈱の調整後排出係数 0.521kg-CO2／ＫＷｈです。

〇

地域貢献 件/年 1 - 1 1 〇



Ⅵ．環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の目標・取組内容

①社内の照明は、昼休み、残業時等不必要な時は消灯する 年間を通じては、昨年より削

②夜間、休日は、ﾊﾟｿｺﾝ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ等の主電源を切る　 減出来ていたが、今年の猛 目標

③使用してない部屋の空調は停止する 暑等でエアコンの使用量は 2021年度比2％減

　 増加傾向にあったため、一部 目標値

達成できていないところもあ 1,799,961（kwh/年）

った。

①エコドライブ等運転方法を励行する 営業活動の増加により、一部 目標

②長時間のアイドリングをやめるように周知徹底させる 目標達成できないところがあ 2021年度比2％削減

③道路情報の確認をし、余裕を持って出発 った。エコドライブ等の取組 目標値

④ドライブレコーダーの取り付けによる監視 により通常のガソリン使用量 ｶﾞｿﾘﾝ　91,490(ℓ/年)

⑤低燃費型重機の利用 の削減はできており、年間目 軽油　1,169,565(ℓ/年)

⑥重機運転前運転後の点検実施 標は達成できた。

①給湯器のムダ使いを無くす 現場事務所での灯油節約が 目標

②現場事務所でムダに暖房機器を付け過ぎない 大きく働き、目標達成できた。 2021年度比2％削減

③焼却施設更新による熱効率の上昇 LPGも大きく目標達成できた。 目標値

灯油　41,158(ℓ/年)

LPG　87(㎏/年)

①裏紙使用によるコピー用紙の使用量削減 目標達成できなかった。

②電子媒体による帳票の閲覧又は周知 人員の増加も原因の一つだ 目標

③紙類は全てシュレッダーにかけ、再資源化を図る が、そもそも排出量削減を 2021年度比2％削減

④水切りによる生ごみの減量化 徹底できていなかった。 目標値

3,398(㎏/年)

①リサイクル率の向上 建設副産物の再利用を100％

②ﾏﾆﾌｪｽﾄをもとに廃棄物の適正な処理の徹底 達成できたが、受託した産業 目標

③建設廃棄物の分別徹底 廃棄物は、すべて再資源化 建設副産物の再

④３R・建設発生材の再資源化の推進 出来なかった。 利用100％

⑤廃棄物発生量把握と削減目標の設定（維持管理）

①手洗い時、洗い物においては日常的に節水を励行 現場での使用量により大きく 目標

②洗車する場合は、泥等を落としてから行う 変わるが、節水の意識が高く 2021年度比2％削減

③洗車を必要最小限に、洗車は節水を励行 目標を達成できた。 目標値

④洗車ホースのストップバルブの利用 3,801(㎥/年)

⑤井戸水の有効利用

①塗料等の使用量の把握 化学物質を取り扱う業務は

②SDSによるPRTR物質の把握 有りませんでした。 法に則って適正に

③建設現場等における保管は、原則行わない 処理を致します

④漏洩防止対策の徹底

①グリーン購入の推進 現場によって、低燃費・低音 目標

②再生材（再生砕石)の使用 性能に優れた重機をリースで 稼働効率の改善及

③低燃費・低音性能に優れた重機の使用 使用したり、騒音・振動が少 び待機時間の削減

④稼働効率の改善、待機時間の確認・見直し、 なくなるよう施工方法を工夫 に積極的に取組む

⑤騒音・振動など環境に配慮した施工・作業 するなど、おおむね目標達成

できた。

①産業廃棄物のリサイクル化を促進 処理設備が順調に稼働し、 目標
②収集運搬車両の購入際、排ガスのレベル、燃費、リサイクル素材使用などを考慮している リサイクル量を大幅に増量す 2021年度比2％増加

③迅速な収集・運搬の徹底、効率的なルート選定 ることができた。 目標値(再資源化)

④廃棄物の飛散防止・流出防止など環境に配慮した施設管理 7,801(ｔ/年)

⑤処分施設、車両基地、収集運搬車両等の清潔保持

①駒込川のボランティア清掃を行う コロナによる中止が無かった 駒込町会と一緒

②地域道路清掃ボランティアに参加する ため、すべての地域貢献に に駒込川の清掃

③環境美化運動の実施 参加することができた。 ボランティアを行
④ねぶた祭りへの積極的参加,地域イベント行事への協賛・交流 う。

○：評価出来る、△：まずまず評価できる、×：評価できない

表4　環境活動計画の取組結果とその評価及び次年度の目標・取組内容

環境
方針

環境目標項目 取組内容
実施状
況の評

価
取組結果 次年度の目標 次年度の取組内容

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の二酸化炭素排
出量の削減 〇

クールビズの徹底、新焼
却炉本格稼働による電気
使用量の動向に注視し、
適宜目標数値の見直しを
します。

車両用（建設機械）の
燃料の二酸化炭素の
削減

〇
引続き目標達成出来る
様、エコドライブ等の呼
びかけをする。

灯油・LPG等の二酸
化炭素の削減 〇

引続き目標達成出来る
様、継続する。

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般廃棄物の発生抑
制 ×

排出量削減のため、従
業員に対する意識向上
のため、呼びかけの
他、ポスター等を貼る。

再資源化対策の推進 ×
受託した産業廃棄物のリ
サイクル率目標を改めて
設定します。

⑤OA機器等の故障時には、可能な限り修理
することで長期使用に努める

水使用の適正管理 〇
引続き目標達成出来る
様、継続する。

化学物質使用量の削減 -
取扱いがあった場合に
は、適切な管理を徹底
します。

地域貢献 〇 引続き参加していく。

自らが施工・販売・提供する
製品の環境性能の向上及
びサービスの改善

〇

現場等の段取りの段階
から、待機時間の発生
ができるだけ無いよう
にする。待機時間にせ
ず何か変わりに作業で
きることを用意する。

受託した産業廃棄物の 収
集運搬・処分 における環境
配慮 及びサービスの改善

〇
引続き目標達成出来る
様、継続する。



２．環境活動の状況

環状野内線美化活動

火災訓練
   桐ノ沢処理ｾﾝﾀｰ本社

Ⅶ　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並び
に違反、訴訟等の有無

Ⅷ　代表者による全体評価と見直しの結果

　建設リサイクル法・廃棄物処理法等の環境関連法規等について遵守状況を確認し
たところ違反はありませんでした。
　また、過去3年間、関係当局からの違反等の指摘、訴訟等も受けておりません。苦
情については４件発生しておりますが、適切に対応後水平展開し、同様の問題が発
生しないよう対策を講じている。

　一部達成できていない項目があったが、どれも少しの改善で達成できると思います。
　従業員一人一人のエコアクションに対する意識の向上と、各項目に対する具体的な
達成方法を周知することで、すべての目標達成に近づくと思っております。
　来年度は、より一層の創意工夫をお願いするとともに、目標値を大きく上回りそうな場
合はその原因を究明し、正しい目標値に修正できるよう努めて参ります。



電話 ファクス

E-mail

URL

許可名／許可番号

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

許可

有効

廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、廃ＰＣＢ等、ＰＣＢ汚
染物、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥　積替え保管無し

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類(石綿含有
産業廃棄物を含む、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、紙くず、木
くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず(水銀使用製品産
業廃棄物を含む。)、ガラくず・コンクリートくず及び陶磁器くず(石
綿含有産業廃棄物を含む、水銀使用製品産業廃棄物を含む。）、がれ
き類(石綿含有産業廃棄物を含む)、ばいじん（特別管理産業廃棄物で
あるものを除く。）

汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物
性残さ　積替え保管無し

【脱水】汚泥　【焼却】汚泥、廃油、廃プラスチック類、紙くず、繊
維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動
物のふん尿、動物の死体、ばいじん　【破砕】金属くず（廃蛍光管、
廃水銀灯に限る。）廃プラスチック類、木くず、ガラスくず、コンク
リートくず及び陶磁器くず、がれき類　【造粒固化】汚泥(無機性のも
のに限る。)　【切断】金属くず（これらのうち、自動車破砕物及び特
別管理産業廃棄物であるものを除く。）

【破砕】木くず、がれき類　【造粒固化】汚泥（無機性のものに限
る。）（これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）

事業の規模
(２０２０年)

品名 実績（ｔ）

許
可
の
内
容

年月日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙く
ず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラス
くず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類、ばいじん（これ
らのうち、自動車等破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除
き、石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを含
む。）　積替え保管無し

事業所名 株式会社　西田組桐ノ沢処理センター

連絡先

017-741-1915

処分量 51807.441

事業計画・事業の範囲（事業区分、廃棄物の種類）

産業廃棄物収集運搬業（市） 令和5年5月25日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木く
ず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、コンクリートくず及び陶
磁器くず、がれき類、ばいじん（これらのうち、自動車等破砕物及び特別管理
産業廃棄物であるものを除き、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物
であるものを含む。）　積替え保管有り（汚泥、廃プラスチック類及び金属く
ず（消火器に限る）に限る。）【面積】3.78㎡【保管上限】1.176ｔ、(汚泥)
【面積】1.95㎡【保管上限】0.588ｔ、(廃プラスチック類)【面積】1.008㎡
【保管上限】0.0084ｔ

017-741-9324

chiba@nishidagumi.co.jp

最終処分量 3674.18

収集運搬量 31202.444

第00220008968号 令和12年8月31日

令和7年8月19日

産業廃棄物処分業（市） 令和5年7月11日

第10822008968号 令和12年5月12日

産業廃棄物処分業（県） 令和5年9月11日

特別管理産業廃棄物収集運搬業（県） 令和3年1月14日

第00250008968号 令和9年11月26日

第00501008968号 令和8年8月4日

産業廃棄物収集運搬業（岩手県） 令和2年8月20日

第00300008968号

産業廃棄物収集運搬業（秋田県） 令和3年8月5日

産業廃棄物収集運搬業（県） 令和5年9月11日

第00200008968号 令和12年8月31日

特別管理産業廃棄物収集運搬業（市） 令和2年12月17日

第10862008968号 令和9年11月26日

廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、廃ＰＣＢ等、ＰＣＢ汚
染物、廃石綿等、ばいじん、燃え殻、汚泥　積替え保管有り（感染性
産業廃棄物に限る。）【面積】7.74㎡【保管上限】7.45㎥

第10812008968号 令和12年5月12日

htpp://www.nishidagumi.co.jp

事業活動の内容

産業廃棄物の収集運搬及び処分、特別管理産業廃棄物収集運搬、一般廃棄物運搬

製造量 43844.136

エコアクション２１担当者 黒滝　卓也

代表者名 代表取締役社長　西田　文仁

所在地 青森市大字駒込字桐ノ沢158番地

環境管理責任者 千葉　康貴

mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
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mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
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mailto:chiba@nishidagumi.co.jp
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1

1

破砕施設（RDJ-55EJ)

廃プラスチック類金属くずガラ
スくず、コンクリートくず及び
陶磁器くず（廃蛍光管、廃水銀

灯に限る。）　3.1ｔ/8ｈ

1

造粒固化施設（SR-P1200)
(移動式：駐車場での稼動を含

む）

汚泥（無機性のものに限る。）
640㎥/8ｈ

設
備

能力・産廃の種類 設備名 能力・産廃の種類

営業車両

切断施設（KS700R-2)

スクリーン

金属くず　24ｔ/8ｈ

マグネット

ツカミ

小割

バケツ

2ｔ箱型 収集運搬

1ｔトラック 収集運搬

普通自動車

破砕施設（RPO-310J)
ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず　64.9ｔ/8ｈ 4ｔダンプ 収集運搬

破砕施設（BY15型)

破砕施設（ひまわりHR-200）（移動
式） がれき類　480ｔ/8ｈ 6ｔユニック 収集運搬

破砕施設（KF-818A) 廃プラスチック類　3.2ｔ/8ｈ 4ｔユニック

がれき類　376ｔ/8ｈ 4ｔツカミ 収集運搬

ガラスくず、コンクリートくず
及び陶磁器くず　35.2ｔ/8ｈ 2ｔトラック 収集運搬

破砕施設（HC2410）（移動式） 木くず　616ｔ/8ｈ 10ｔツカミ 収集運搬

収集運搬

破砕施設(KMC300）
（移動式：駐車場での稼動を含む） がれき類　680ｔ/8ｈ 6ｔツカミ 収集運搬

破砕施設（LT80J-2）（移動式）

焼却施設
廃油　4.8㎥/8ｈ　廃プラスチック類
19.7ｔ/8ｈ　木くず等　48.6ｔ/8ｈ 10ｔダンプ 収集運搬

破砕施設(ﾓﾃﾞﾙｽｰﾊﾟｰ1000）
(移動式：駐車場での稼動を含む) 木くず　444.8ｔ/8ｈ 10ｔユニック 収集運搬

脱水施設
汚泥（無機性のものに限る。）

45.5㎥/8ｈ 12ｔダンプ 収集運搬

設備名



中間処理方法 処理工程

★廃油 焼却 バッチ式（固定床炉）※水冷式

廃油  排気ガスの流れ

★木くず
4.8㎥/日

　　燃焼室　　　ｻｲｸﾛﾝ集塵器　　　冷却塔

★紙くず 廃ﾌﾟﾗ類 　　　　　ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ　　　煙突

★繊維くず
19.7t/日

★汚泥 木くず等

48.6t/日

破砕 ｼﾞｮｰｸﾗｯｼｬｰによる破砕　　　再生砕石

680ｔ/日 　　　　　　　磁選機　　　鉄筋くず

破砕

64.9ｔ/日

35.2ｔ/日

破砕

3.2ｔ/日

破砕 １軸ﾊﾝﾏｰ式による破砕　　　 

444.8ｔ/日                       ﾛｰﾀﾘｰｽｸﾘｰﾝ           40～6㎜ ※販売

　　　　　　　                    6㎜ｱﾝﾀﾞｰ

破砕 十字型回転ﾌﾞﾚｰﾄﾞ式による破砕　　　ｶﾞﾗｽくず

3.1ｔ/日 ﾌｨﾙﾀｰによる水銀吸着　

脱水 ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽ方式による脱水　　　脱水ｹｰｷ

45.5㎥/日         造粒固化施設にて再処理(水はPH調整後放流)

造粒固化 2軸ﾊﾟﾄﾞﾙﾐｷｻｰ式による混合攪拌

640㎥/日 　　　　　　生石灰添加（5～10%）

切断

24ｔ/日

※含水率が低くﾀﾞﾝﾌﾟ運搬
できる固形状のもの

★金属くず
保管場所へ
一時保管

ﾊﾞｯｸﾌｫｰｱﾀｯﾁﾒﾝﾄ（ｶｯﾀｰ）による切断
鉄鋼原料

※販売

※委託処理

保管場所へ
一時保管

★汚泥 ※含水率が高い泥状のもの

（無機性）

保管場所へ
一時保管

再生土

※販売（自社利用含む）

★木くず
保管場所へ
一時保管

燃料・原料

★廃蛍光管
保管場所へ
一時保管

ｶﾞﾗｽくず類…再生品原料

　廃水銀灯 水銀ﾌｨﾙﾀｰ…再生品原料

及び陶磁器くず 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　…ｾﾒﾝﾄ原料

外壁材　　…再生砕石

断熱材　　…土木資材

※委託処理

★廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
類

保管場所へ
一時保管

回転刃、固定刃による破砕
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品原料

※販売

★がれき類
保管場所へ
一時保管

再生砕石（RC40～0）※販売

鉄筋くず※販売

★ｶﾞﾗｽくず、

保管場所へ
一時保管

２軸ｸﾗｯｼｬｰによる破砕
固定刃、移動刃による破砕

ｶﾞﾗｽくず類…管理型処分場

コンクリートくず 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　…管理型処分場

処理方法・処理工程

受入産業廃棄物 受入場所 最終処分(再生含む)方法

保管場所へ
一時保管

★廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

燃え殻・ばいじん
（管理型処分場）

※委託処理

★動植物性残渣



受託した産業廃棄物の処理量

うち再資源
化等

再資源化等量小計
中間処理合計

最終処分

燃え殻

石膏ボード

コンクリート

　　中間処理後処分量合計 47,189.75

石膏ボード
最終処分量合計

中間処理後
の産業廃棄

物

最
終
処
分

1,225.17

再
資
源
化

アスファルト 1,706.45

29.18

がれき類 5,132.91
コンクリート 29,856.81

43,844.14

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 103.55
金属くず
石膏ボード
再資源化等量小計

木くず 1,479.78
廃プラスチック類 77.65
汚泥 4,232.64
石膏ボード 547.20

ばいじん 3.37
ガラス・コンクリート・陶磁器くず 1,175.38

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 67.47
1,983.67
3,674.18

燃え殻 1,619.67

1,225.17

1,619.67
ばいじん 3.37

1,479.78
がれき類

29.18
43,844.14
51,807.44

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 103.55
金属くず

汚泥 4,232.64

29,856.81
アスファルト 1,706.45

77.65
木くず

金属くず 切断 1,225.17

5,132.91

廃プラスチック類

水銀使用製品産業廃棄物 破砕 22.95

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 破砕 1,175.38
石膏ボード 破砕 547.20

コンクリート 破砕 29,856.81
アスファルト 破砕 1,706.45

管理型混合廃棄物 焼却 1,983.67
がれき類 破砕 5,132.91

繊維くず 焼却 189.42
動・植物性残さ 焼却 67.47

焼却・破砕 1,292.35
紙くず 焼却 78.24
木くず 焼却・破砕 3,227.47

31,202.44
汚泥 焼却・脱水・造粒固化 5,258.25
廃油 焼却 43.71

収集運搬量合計

中間処理

廃プラスチック類

廃石綿等 49.52
ＰＣＢ汚染物 624.03

収集運搬

廃油 33.94
水銀使用製品産業廃棄物 9.27
感染性廃棄物 1.20

安定型混合廃棄物 1.77
管理型混合廃棄物 1,740.75
石綿含有廃棄物 636.10

コンクリート 13,986.76
アスファルト 1,284.81
ばいじん 3.37

ガラス・コンクリート・陶磁器くず 2,439.15
石膏ボード 560.65
がれき類 3,128.17

繊維くず 39.54
動・植物性残さ 90.08
金属くず 1,004.83

1,591.56

廃プラスチック類 760.74

紙くず 35.35
木くず 1,561.19

汚泥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年度（令和4年6月～令和5年5月）

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量ｔ

燃え殻 1,619.67


